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  弱電離プラズマ=電流層 










Akmaev et al., JASTP, 2006 



































  IUGONETのメタデータDB検索と統合解析ソフト(UDAS)を利用 
(2) 解析手法の改良 
      地磁気静穏日の閾値の具体化 




    地磁気 (1時間値、1900年以降)：京大WDC 
   地磁気指数(Kp指数、1932年-2010年) ：京大WDC 
   太陽F10.7フラックス(1947年-2010年) ：NGDC/NOAA 
2.2 地磁気静穏日とSq振幅の同定方法 
      地磁気静穏日： Kp指数の1日の最大値が4未満 
      Sq振幅：1日の変化の最大と最小の差を1月平均値 




























































































〇Elias et al. [2010]で報告されているよう
な単なる増加傾向は見えない 
     ⇒1970-1990年の増加期だけしか解析
していなかったため? 
HER 





















































HER: -40 nT/yr 
KAK：+10 nT/yr 



















       1900-1940 (40年) 
       1970-1990 (20年) 
    減少傾向 
       1940-1970 (30年) 





















    1．電離圏電気伝導度モデル値を用いた定量的評価 
    電離圏電気伝導度モデル値との相関解析を行い、背景磁場の減少・
増加に伴うSq場の振幅変動を取り除き、超高層大気の長期変動の寄
与を定量的に評価する 
    ※現在、電気伝導度の計算ルーチンの開発中 
         IUGONETのサービスツールとして将来的に公開予定 
2．中間圏・熱圏下部(MLT)の中性風との相関解析 
    F10.7指数とSq場の振幅との周波数・コヒーレンス解析をSq場の振幅
とMLT領域の風速との相関解析を行う 
    MLT領域の使用予定観測データ 
    ⇒MF、流星レーダー、信楽MUレーダー 
